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研究成果の概要： 
 ・ 漢から唐までの時期における中国を中心とした東アジアにおける交流と変容について研

究史の総括を行った 
・ 倭国の対外交渉の変遷を奴国の時代から７世紀段階まで通史的に考察し、一大卒、那津

屯倉、大宰府の成立について古代日本の「中国化」との関連で新見解を提示した。 
・ 遼と系譜的に関連があると考えられる北魏における文字の問題を取り上げ、文字の存在

の可能性を、北アジア諸民族の自立化との関連で追究した。 
・ 倭の五王と高句麗との関連を古代日本、高句麗の「中国化」と自立化との観点から明ら

かにした。 
・ 『宋書』倭国伝に見える安東将軍の意味、それがどのような過程をへて天皇号の採用に

至るのかを明らかにした。 
・ 同時代における遣唐使としての新羅の崔致遠と阿倍仲麻呂の関連性について明らかにし、

古代日本、及び中国における中国との交流のもつ意味を個人のレヴェルで考察した。 
・ 魏晋から南朝へと受け継がれた世界秩序と北朝から隋唐へと受け継がれる世界秩序の相

克を「中国化」の観点から明らかにした。 
・ 三国期段階の烏桓・鮮卑の問題がその前後の時代とどのような関係を有するのかを明ら

かにした。 
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１．研究開始当初の背景 
代表者はこれまで中国の漢唐間の時代を

中心として漢民族の形成過程、およびそれと

連動した古代日本や朝鮮の自立への動向を
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追求してきた。その研究は、 

①いわゆる倭の五王による中国王朝との

交渉の歴史的意味、古代日本や朝鮮における

中国文化の受容、中華意識の形成、・五胡諸

族の中国化、五胡の流入に伴う中国自体の変

容という華北に関わる事柄の追究、 

②五胡の流入などを避けて大量な華北人

口が江南へ流入した結果生じた江南開発の、

民族問題の観点から見た進展の具体相、 

③江南原住蛮族の中国化過程の追求、 

などの観点からなされた。 

 
２．研究の目的 

今回の研究において明らかにしようとし

たのは、 

Ａ前項の①と関連して、邪馬台国・倭の五

王の時代と展開する古代日本の歴史におい

て、倭国は果たして中国王朝に朝貢するとい

う意識をもっていたといえるのかという問

題の解明、 

Ｂ②と関連して、北魏とおなじ鮮卑族に起

源をもつともされる契丹･遼の中国文化受容

にともなう変容の比較研究、 

Ｃ③と関連して、中国中南部の非漢族の中

国化の実態の追求、特にそれを四川と湖南地

域について追求すること、 

であった。 

 
３．研究の方法 

文献を通じての解明、実地調査に基づく解

明の二点から解明を目指した。 

 

４．研究成果 

２の「研究の目的」Ａ、Ｂ、Ｃのうち、Ａ

についてはほぼその所期の目的を達した。Ｂ

については、遼金との比較の糸口を解明し終

えたにとどまった。Ｃについては、資金的な

問題もあり、全体の概略を把握しえたにとど

まった。 

 以下、本研究で明らかにした点を示す。 

 当該時代には中国古代の「天下」という概念が

拡大して、それまでの中国の領域を越えるものと

なった。 

 古代日本や朝鮮に生じた「天下」認識は中国の

それの影響を受けながらも、理念的な面ではそれ 

ぞれを中心とする「天下」認識であるという点で

異質な展開を示した。 

この「天下」認識は現実の場面では、古代日本

や朝鮮の勢力が現実に支配している領域、ある  

いはその支配が及ぶと主張する領域を示すもので

あった。 

 倭王武の時代における倭国にとっての「天下」

とは、現実の場面では宋書倭国伝中の彼の上表文

にみえる倭国本体と百済、新羅、任那、加羅、秦

韓、慕韓の七国に及ぶと主張するものであった。 

 所謂邪馬台国時代における一大率は伊都国を中

心とする旧倭国勢力を牽制するために置かれた  

官であり、その意味で一大卒にのちの大宰府の淵

源を見ることはできない。 

 宋書倭国伝の倭王武の上表文にみえる海北の諸

国とは朝鮮半島南部の諸国を指す。沖ノ島の祭祀

遺物の存在はその勢力が北部九州の一地方勢力で

はないことを端的に示している。 

 那津官家は軍事的要請に基づいて設置されたも

のであり、その前後の歴史展開を見るとき、の  

ちの大宰府の淵源ということができる。 

 従来遣隋使段階においては北部九州の地には後

の鴻臚館につながるような施設は全くなかった  

とされるが、なんらかの原初的施設の存在がすで

にあったと考えられる。 

 軍政機関としての原大宰府は、白村江の惨敗、

唐の半島から撤退、倭国における律令制の完成  

などにともなう国際環境の安定化をへて、外交的

権能を合わせ持つ官衙として完成する。 

 その政治体制の完成は、古代日本が中国におけ

る中華意識、天下意識を受容し、日本型の華夷  

秩序を完成した事柄と連動している。 



 従来、鮮卑には文字がなかったとされているが、

拓跋鮮卑にも文字があったと考えられる。 

 それが制定されたのは、北魏３代皇帝である太

武帝の時代であった。 

 それは漢字の音を用いて、万葉仮名のように記

述され、単語と単語を結びつける際、助詞や語尾

のような語詞に対して定まった文字が用いられた

と考えられる。 

 鮮卑語で著された書物に、儒教経典などの翻訳

書が見られることからは、この文字の使用が、民

族意識の高揚の結果として生まれたというより

も、その喪失、減衰と関連する面ももっていたこ

とがうかがわれる。 

しかしまた一面で、鮮卑語の喪失という場面で、

その言語を後裔たちに学ばせんとして、書物の編

纂がなされていることは、そこに民族意識覚醒の

一面を見出すべきである。 

儒教経典などの翻訳書の他に、自民族の英雄伝、

詩歌集などがあらわされたことは、日本における

古事記や万葉集の編纂とも通ずる点で、注目すべ

き事柄である。 

現存の魏書序紀に見られる神話的部分の記述か

ら敷衍すると、序紀に先立つ原序紀とも言うべき

もの、即ちモンゴルの場合でいえば元朝秘史のご

ときものがそれ以前に存在した可能性がある。 

 現存の楽府詩集には鮮卑の詩歌集が収められて

いる。その詩歌の中には可汗など鮮卑の言語から

の翻訳語彙が見出されるが、現存の楽府詩集に見

える鮮卑歌はすでに漢語に翻訳されて掲載されて

いる。 

このことは楽府詩集編纂の段階ですでに鮮卑語

が失われていたことを意味するが、逆に考えれば、

楽府詩集に掲載されている鮮卑歌は、当初鮮卑語

で記述された可能性がある。 

古代日本においては中華意識の形成がみられ

るが、その軌跡を五胡・北朝・隋唐に至る中国史

の展開と比較するとき、秦漢魏晋的秩序から見る

と、同じく夷狄であったものが、それぞれに「中

華」となるという点で、両者は相似た軌跡を描い

たことを明らかにした。そしてこの軌跡の類似は、

決して偶然に生じた類似ではなく、五胡・北朝・

隋唐と古代日本は、秦漢帝国を母胎として、その

冊封を受けるという形で魏晋南朝的システムの

中から成長し、それを突き崩しつつ出現した、と

いう面で共通した側面をもつ国家群であったと

いえるとした。 

鮮卑諸族は南下を経て、中国との関わりを深め

つつ、やがて中国の域内で鮮卑諸朝を建て、その

中の一つである北魏は中国の統一王朝である隋唐

帝国の母胎となる。また、秦代の長城の築城によ

り、黄河文明の開始に発した華夏諸族の拡大は、

長城という、それ以南の地を中国、以北の地を胡

族の地とするうえでの具体的かつ象徴的なシンボ

ルをもつことによって、一つの画期を迎えること

となった。こうした事態の出現によって、それ以

前の時代の華北においてみられた華夷混在の状況

は克服され、中国の周辺に四夷が存在するという

時代を迎え、長城を南北の境とする華夷秩序は以

後の時代に継承されて行くことになる。しかし、

中国を目指して南下する北方諸族の動きはその後

も継続し、遙か後世のモンゴルや満州族の例に見

るように、中国と共にそれらの諸族の原住地をも

包含した大帝国が建国されるようにもなる。この

ような観点に立つとき、三国期段階における烏

丸・鮮卑の存在は、中国史、あるいは東部ユーラ

シアの歴史全般とどのような関わりもつといえる

のかを明らかにし、当該時期の烏丸と鮮卑はよう

やく長城地帯において中国と密接な交流を展開す

る段階に達しており、以後、烏丸・鮮卑は急速な

変容を遂げ、また、中国に甚大な影響を及ぼすよ

うになる起点の時期に当たっていたといえること、

秦の始皇帝以降にあっても中国の拡大は止んだわ

けではなく、以後も蕩々として継続した、そして

塞外の民族の塞内を目指す動きは、一見するとそ

の方向性が逆であるが、中国の拡大という動きを

推進する主要な要素のひとつであったということ



を指摘した。 
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